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しをいただいた。
　木曽の銘酒「七笑」
が旨い。　
　翌朝、女将さんから
「中山道の旅、気をつ
けて、云々」の手 書き
の手紙を頂いた。宿の
人たちに見送られて
街道へ出た。宿泊した
蔦屋の向かいに、木曽
の銘酒「七笑」の蔵元
がある。さっそく寄り
道し、4合瓶をザック
に入れ、担いだ。

 「良い宿で どちらも山で 前は酒屋で」 （山頭火）

　山の彼方の空遠く、知らない街を
歩いてみたい。中山道を江戸日本橋
から京三条大橋まで歩いてみたい
と思い立ち、令和2年正月吉日、日本橋を振り出しに歩き始
めました。板橋宿まで辿り着いたとき、浮世にコロナウイルス
が蔓延し、お上から行動自粛の御触れが発令されました。
道中すごろくは板橋宿で2年間の休みとなりました。自粛
解除後、再びサイコロを振り、次いで次いで、17宿目の坂本
宿を過ぎました。いよいよ中山道の難所、碓氷峠を越えるこ
とになります。標高差800ｍ余の登山です。

碓氷峠越　3月29日

　坂本宿を過ぎると、
街道は難所の碓氷峠
と言われる中でも一
番の難所だとされる
刎石（はねいし）山へ
の急坂の登りが続き
ます。溶岩流の柱状
節理や「南無阿弥陀
仏」と刻まれた大石の碑に感心しながら登りのつらさを紛ら
わせます。街道では馬が大事だったのでしょう。馬頭観音碑
が至るところに見られます。急坂の登りが一段落したところ
で、見晴らしの良い覗（のぞき）と呼ばれる高台へ出ました。
覗という名前の通り、麓の坂本宿を上空からのぞくような
眺めです。歩いて来た中山道の街路が坂本宿を南北に貫い
ています。

 「坂本や 袂の下の 夕ひばり」 （小林一茶、覗にて）

　覗を過ぎると尾根道は緩い登りになります。杉木立から
落葉樹の森へと変わるので、気分も明るくなります。途中、
尾根幅の狭い道があり、豊臣方の小田原攻めの際に松井
田城主が尾根の両側を堀切りし、防戦した古戦場跡です。
日本橋より35里目の「刎石の一里塚」は塚なのか、山のコブ
なのか、判別できずに通り過ぎてしまいました。尾根上にこ
のコースの唯一の水の流れがあり、旅人はこの小沢で登山
の汗を流し、峠町へと上って行ったのだろう。この小沢を渡
ると、もう峠が近い。最後の登りは疲れた脚に、苦しい急登で

した。碓氷峠の立場跡
には現在も数軒の茶
店があり、力餅を提供
しています。ここへは
軽井沢側から車道が
通っています。峠から、
さらに石段を登ると
県境があり、上州側と

信州側の両方に熊野神社が鎮座しております。参詣し道中
の安全を祈願しました。峠からは妙義山や荒船山など、西
上州の岩峰群を眺める事が出来ます。
　碓氷峠は碓氷川（利根川）と千曲川（信濃川）との日本分
水嶺です。利根川への水源地に母校、秋田工業高等学校の
『質実剛健』の校歌を作詞した相馬御風の歌碑がありました。

 「なりてなりて おのれきよかる 高山の
  氷にうつる 碧い空かな」 （相馬御風）

18宿、 軽井沢宿へ　3月29日

　中山道は峠から軽井沢宿へ向かって山道を下山します。
山道を下ってきた中山道は二手橋の手前で峠からの舗装
道と合流します。二手橋は江戸方向へ向かう旅人と宿の飯
盛り女が、この橋で東西二手に別れたという。
　現在の旧軽井沢地区が中山道18宿目の軽井沢宿です。
古いガイドマップには本陣跡や軽井沢一里塚が表記され
ています。宿街を探しましたが、中山道に関する史跡は見つ
かりませんでした。軽井沢宿は原宿風にしたいのかも知り
ません。街道脇の森の中に苔生した大石の句碑がありまし
た。馬も朝の雪はイヤだったのか、それとも変な物が天から
落ちてくるなあ、と眺めたのか・・・。

 「馬をさへ ながむる雪の あした哉　芭蕉翁」 

　軽井沢の六本辻まで歩き、夕暮れて軽井沢に宿泊する。

37宿、 木曽福島宿、　4月14日

 「思い立つ 木曽や四月の 桜狩り はせを」 

　国道から福島宿への分岐の場所に芭蕉の句碑があった。
木曽路はちょうど今、桜の花が満開です。桜の花と、王滝川
の隙間からは残雪の御嶽山が見えていた。
　巨大な冠木門を潜って車道は福島宿へ下って行くが、旧
中山道は細道を福島
の関所へと上って行く。
ここの関所は木曽川
を望む断崖の上にあり、
背後に中央アルプスへ
続く関山が迫る。天検
の地の狭い場所に在
る。関所破りがし辛い
という。「入鉄砲と出女」を取り締まっていたのだが、木曽の
白木にも厳しかったようだ。島崎藤 村の「夜明け前」には
「木一本首一つ」とある。また、主人公の半蔵らが通行手形
を準備して、かなりの時を待っていた。そのうちに、駕籠で
来た婦人がいくらかの袖の下を番人の妻に握らせて、型の
ように通行を許された、とある。関所内には、さし又や袖が
らみなど、赤く錆びた武器が展示されている。刀剣や火縄
銃はケースの中に納まっている。長押の上には9尺の長槍も
飾られてあった。関所の高台からは断崖の下に木曽川沿い

の福島宿の街並みが見える。木曽川対岸には山が迫り、そ
の山を背に関守の山村代官屋敷跡の白塀が見える。屋敷の
大半は小学校の敷地のようだ ・・！　関所にあった歌碑の
文字。

 「山蒼く 暮れて夜霧に 灯をともす
  木曽福島は 谷底の町」 （太田水穂）

　木戸銭を払って、関所見学後に関所を通り抜ける。石造
の急な階段をつづら折りに下って木曽福島宿の町へ入る。
ここの宿場も火災に見舞われたようで、大部分は焼失して
しまった。京側の枡形周辺だけは無事だったようで、昔の
街並みの雰囲気が味わえる。
　今朝、藪原宿の一里塚を出発し、木曽義仲の宮の越宿を過
ぎて、木曽福島宿の京側の枡形まで歩いた。暮れて福島宿に
宿泊する。江戸時代の旅籠から続く蔦屋という旅館です。追
加料理に信州の馬刺しを注文しました。これが普通で良いの
に、野菜の細工物の飾りが多い。久しぶりに信州名物の馬刺

中山道 木曽福島宿

　詩吟同好会は月1回、東京・四谷
コモレにて練習をしています。会員は
現在10名（三平・鈴木・伊藤・小野・佐々木・武藤・柳原・横山・
海老原・相馬）です。昨年10月11日秋工創立120周年記念式
典後の祝賀会にて秋田市キャッスルホテルに於いて、合吟を
ご披露する事が出来ました。出吟者は三平氏・鈴木氏・伊藤
氏・小野氏・武藤氏・相馬の6名でしたが、祝賀会に合い相応
しい出来栄えと評価を頂きました事は、大和豊山流宗家川
村先生のご指導の下1年余りの練習の成果だったと思います。
しかしながら、長らく秋工の詩吟同好会をご指導頂きました
川村先生が5月14日お亡くなりになりました。大和豊山流二
代目家元の吟が聞くことができなくなり大変残念です。会員
一同深くご冥福をお祈りいたした次第です。6月26日三平・
小野・相馬・横山・海老原の5名で白井市木刈のご自宅へ伺
い弔問して参りました。
　昨年5月には元副会長・K ANASA編集長も務められた
加賀谷健治様が他界されました。葬儀には鈴木・伊藤・小野・
三平・佐々木・赤川・相馬の7名で焼香して参りました。10月の
母校の記念式典・祝賀会に参列し、合吟も楽しみにしておら
れましただけに残念でなりません。加賀谷様も同好会発足
当時（平成14年）からのメンバーの一人として練習に励んでお
られました。20年前の100周年記念式典・祝賀会での合吟
の練習のため春の今井浜、夏は山中湖での合宿練習に励ん
だ事等が思い出されます。
　現在は同じ大和豊山流で練習なさっておられました横山
様（宗師）は舞踊もなさいまして、令和7年1月11日の新春奉納
舞踏会（阿佐ヶ谷明神社）にて、6月15日には浅草公会堂で行

われた亜爽会（あそうかい）での舞踏をご披露されました。
何れも三平氏と相馬が拝見させて頂きました。
　今後は8月30日予定のふるさと応援団チャリティーコ
ンサートにての舞踊吟詠、11月予定の金砂健児の集いに
ての合吟を目途に練習を重ねてまいりたいと思っており
ます。
　令和7年4月からは、民謡同好会の三味線奏者の柳原
様が詩吟同好会に入会なされまして練習を始めておられ
ます。詩吟にご興味がございましたら是非ご入会をお勧
め致します。
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